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要旨 

本研究では産学連携プロジェクトにおける企業側および大学側研究者の心理特性（Big5）がセレン

ディピティに及ぼす影響について分析を行なった。 

企業側および大学側担当者双方へ産学連携プロジェクトに関する質問票調査を実施し、産学連携成

果・セレンディピティの有無・研究者の Big5 スコア等の回答を収集した。セレンディピティが起こっ

たプロジェクトに特徴的な研究者の心理特性について探索的に分析を行った。 

キーワード 

セレンディピティ、産学連携、イノベーション、Big5 

 
1. はじめに 

自然科学の研究プロセスにおいて、予期せぬ有益な発見から成果につながることはセレンディピテ

ィと呼ばれ、著名科学者や企業の製品開発エピソードを通じて有名になった[1]。2001 年にノーベル科

学賞を受賞した白川英樹の導電性ポリマーの発見などは著名な例と言えよう[2]。 

既存の理論に基づいて実験の準備をしながらも、新たな発見を見逃さずに成果につなげるセレンデ

ィピティは研究開発パフォーマンスを向上させる可能性を有している。偶発的な事象に遭遇したと

き、実験の失敗と認識して考察しないケースもあれば、予想外の結果となった原因を深掘りするケー

スもある。このような偶発的事態への対処法は研究者個人の性格・心理特性にも強く依存すると考え

られる。そこで本研究ではセレンディピティに効果的な研究者の心理特性を明らかにすることを主眼

として質問票調査によってデータセットを構築し、分析を行った。 

本研究の調査は、同一の産学連携プロジェクトに参加した大学研究者と企業研究者のペアを対象と

し、151 名から回答を得た。その結果、大学研究者の約 6割、企業研究者の約 5割がプロジェクトの中

でセレンディピティを経験していた。さらに、セレンディピティを経験した研究者は外向性や開放性

のスコアが高く、神経症傾向が低い傾向が確認された。本研究はこうした心理特性とセレンディピテ

ィの関係を定量的に示すことを目的とする。 

 

2. 研究背景 

画期的な科学的発見は着実な実験の積み重ねから生まれることもあれば、実験の中での偶然の観察

結果から新たな発見につながることも知られている。このような予期せぬ有益な発見はセレンディピ

ティと呼ばれ、「予期せず得られた異常で戦略的なデータで、新理論の構築や既存理論の発展の契機

となるもの」[1]、「まだ提示されていない設問への回答を探究する行為」[3]、「意図しない発見に

つながる探索」[4]と定義されている。 

Dewはセレンディピティ的発見を、探索（新たな情報を得るための意図的な行動）・偶発性（純粋

な偶然もしくは既知の原因無しに発生した事象）・事前知識（準備して蓄積された情報）の 3 要素の

組み合わせとして概念化した[4]。探索や事前知識については研究開発マネジメントや人材配置によっ

て制御しうるが、偶発性を直接制御することはできない。そのため偶発的な事象が生じたときに臨機

応変に対応できる権限を付与することや、異なる分野を専攻する研究者を集めて多様なチームを構成

することがセレンディピティ的発見に効果的であることが報告されている[5] 

偶発的な事象への対応については、研究者個人の心理特性も大きく影響を及ぼすと考えられる。実

験中に予期しなかった事象に遭遇した場合、好奇心旺盛な研究者であれば、当初の計画を一時中断し
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て原因を考察することがあるだろう。一方、心配性な研究者であれば計画の遅れを懸念して深く考察

することなく実験をやり直すことも考えられる。 

しかし、個人の心理特性がセレンディピティに及ぼす影響については十分な研究が蓄積されていな

い。そこで本研究では心理特性を表す変数にパーソナリティの変数である Big5 を用いて、研究プロジ

ェクトのセレンディピティの有無との関連性に着目して分析を行った。 

 
3. 研究方法・データ 

本研究は、三菱電機株式会社情報技術総合研究所（情報通信分野）と共同で、同研究所で 2021 年度

に実施した産学連携プロジェクトの一部の中から企業および大学研究者 159名に対し、2022 年 8 月か

ら 9 月末にかけて webによる質問票調査を実施した。質問票は長岡ら(2013)[6]の設問を参考とし、産

学連携プロジェクトの資源、参加した目的やモチベーション、技術シーズや具体的用途の想定、メン

バー構成、マネジメント項目、論文・特許等の産学連携の成果について質問する構成とした。なお、

セレンディピティに関しては「当初想起していなかった研究課題に回答を見出すこと（計画段階で予

想していなかった成果）」と定義し[3]、プロジェクトの中で発生したかを尋ねている。 

研究者の性格特性については心理学研究で用いられている Big5 を採用した。Big5 とは人間の性格

と精神を 5つの広い次元で整理した性格心理学モデルであり、社交性を示す「Extraversion(外向

性)」、社会的調和への関心を示す「Agreeableness(協調性)」、勤勉さを示す

「Conscientiousness(誠実性)」、感情の不安定性を示す「Neuroticism(神経症傾向)」、知的好奇心

を示す「Openness(開放性)」の 5項目で構成されている。質問票調査では小塩らが翻訳した Big5 のス

コアを算出する日本語版の質問文[7]を用い、研究者の性格特性を定量的な値として算出した。 

企業・大学の研究者全員を含む、研究者を分析単位とするデータセットとして構築し、最終的に研

究者回答 151 名の回答（研究者回答率 95％）を得た。本調査で得た回答の集計結果は公開文献[8][9]

を参照されたい。 

 
4. 結果 

4.1 セレンディピティとプロジェクト成果との関係 

本分析に使用した変数の記述統計を表１に、スピアマンの相関係数を表 2 に示す。 

表表  11  記記述述統統計計  

 
 

表表  22  相相関関係係数数  
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産学連携プロジェクトにおいてセレンディピティの有無に関する集計結果を表 3に示す。  
表表  33  セセレレンンデディィピピテティィ有有無無のの集集計計結結果果  

 大学 企業 Total 

セレンディピティ無 28 38 66 

セレンディピティ有 43 40 83 

Total 71 78 149 

大学研究者で 60.6％、企業研究者で 51.3％が産学連携プロジェクトの中でセレンディピティに遭遇

していることが確認された。 

次にセレンディピティと産学連携プロジェクト成果との関連性を調べるため、セレディピティの有

無によって分類して成果変数の平均値を算出し、平均値の差について Wilcoxon の順位和検定を行った

結果を表 4に示す。 

表表  44  セセレレンンデディィピピテティィ経経験験別別  成成果果変変数数平平均均値値  
成果 セレンディピティ無 セレンディピティ有 平均値の差 

成功度（5 段階） 3.68 4.24 *** 

成果特許（3 段階） 1.59 1.70  

成果ノウハウ（3 段階） 2.42 2.74 *** 

成果論文（3 段階） 1.74 2.06 *** 

成果学会発表（3 段階） 2.09 2.47 ** 

アウトカム（5 段階） 3.24 3.76 *** 

プロジェクトの満足度（5 段階） 4.14 4.49 *** 

パートナーへの満足度（5 段階） 4.35 4.61 *** 
*p<0.1, **p<0.05, ***p<0.01 

セレンディピティを経験したグループでは、ほぼ全ての成果変数の平均値が有意に高い傾向が示さ

れた。 

 

プロジェクトの成果変数を被説明変数とし、セレンディピティを説明変数とした順序ロジット回帰

分析を実施した。制御変数には研究者のプロジェクトとの親和性を示す専門性、予算満足度、研究能

力を表す英語論文数（過去 3年）、企業所属ダミーを採用した。結果を表 5 に示す。 

 

表表  55  セセレレンンデディィピピテティィととププロロジジェェククトト成成果果変変数数のの関関係係  

 
 

セレンディピティを経験したプロジェクトでは、新たな発見に気づき、発展させることができた結

果、経験しなかったグループよりも優れた研究成果を創出した可能性が高いことを示している。 
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4.2 セレンディピティと研究者の Big5 との関係 

セレディピティの有無によって分類して Big5 スコアの平均値を算出した結果を表 6に示す。 

表表  66  セセレレンンデディィピピテティィ経経験験別別  BBiigg55  
Big5 セレンディピティ無 セレンディピティ有 平均値の差 
Extraversion(外向性)  7.77 8.88 ** 
Agreeableness(協調性) 9.69 9.74  
Conscientiousness(誠実性) 8.23 8.20  
Neuroticism(神経症傾向)  8.19 7.32 ** 
Openness(開放性) 9.19 9.98 ** 

*p<0.1, **p<0.05, ***p<0.01 

 

セレンディピティを被説明変数とし、Big5 を説明変数としたロジット回帰分析を実施した。制御変

数には研究者のプロジェクトとの親和性を示す専門性、予算満足度、研究能力を表す英語論文数（過

去 3年）、企業所属ダミーを採用した。結果を表 7に示す。 

表表  77  BBiigg55 ととセセレレンンデディィピピテティィのの関関係係  

 
産学連携プロジェクトの中でセレンディピティを経験したグループでは、Extraversion(外向性)・

Openness(開放性)が高く、Neuroticism(神経症傾向)が低いことが統計的に有意となった。 

Extraversion(外向性)の高い研究者は社交的であり、様々なメンバーとの交流を好む傾向があるこ

とから、遭遇した事象について他の研究者と積極的なコミュニケーションを重ねることで、偶発的事

象を解釈しやすい傾向を示していると考えられる。また Openness(開放性)が高い研究者は当初の計画

にない予想外の事象に遭遇した際に好奇心を発揮して、事象の要因を探索することでセレンディピテ

ィにつながることが推測される。 

一方、Neuroticism(神経症傾向)についてはセレンディピティを経験したグループは経験しなかった

グループよりも低い傾向が確認された。実験中に想定外の事象が発生したとき、実験遂行を妨げる脅

威と認識してストレスを感じた研究者は、原因の探索などを行わず新しい事象の認識に至らなかった

可能性が考えられる。 

なお、Big5 の変数を全て説明変数として導入したモデル(6)ではどの変数も有意とはならなかっ

た。Big5 の変数間には有意な相関があることから（表 2）、多重共線性の影響と、限定的なサンプル

サイズのために統計的に有意とならなかったと考えられる。 

 

5. まとめ 

産学連携プロジェクトの研究者レベルの質問票調査データを用いて、セレンディピティを経験した

研究者グループと経験しなかった研究者グループに分類し、Big5・産学連携プロジェクト変数を集計

して比較を行った。 

分析の結果、セレンディピティを経験した研究者は、成功度や論文成果、パートナーへの満足度と

いった成果指標において有意に高い水準を示した。特に、外向性や開放性が高く、神経症傾向が低い
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研究者ほどセレンディピティに遭遇しやすいことが統計的に裏付けられた。社交的で好奇心が強く、

脅威に直面しても落ち着いて対応できる研究者がセレンディピティを経験しやすく、予想外の発見が

有意義な研究成果につながっていることが示唆される。これらの知見は、産学連携プロジェクトにお

いて研究者の心理特性を考慮した配置やマネジメントが成果を高める可能性を示唆している。 

なお、セレンディピティの可能性が高まる研究開発マネジメント手法および研究環境について検討

した結果は本発表にて議論する予定である。 

 

今後改善していく課題としては、パーソナリティ変数と研究開発成果に関する変数を質問票調査に

よって取得している点が挙げられる。リッカート法によって心理尺度を計測する場合、自分をよりよ

く見せようとする社会的望ましさバイアスの問題を含んでおり、必ずしも研究者個人のパーソナリテ

ィを反映しているとは限らない。また、サンプルサイズが限られているために、研究者を層別した分

析が困難な点がある。 
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